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平 成 20 年 度

２１年度
（実績）

歳出（

２０年度
（実績）

・漏水調査計画を見直し、定期的な漏水調査の実施を強化す
る。
・漏水探知機保有台数　9台（内一台は、現年度購入）
・漏水探知機は、現在性能が確保できている物が3台あるが、
老朽管の管路が道路拡張等により把握状況が不明確になって
いるため、管路の改良事業と合わせて全体管路図を整備する
必要があります。
・有収率73.6％

有収率；85.00％　　

－ 年 度平 成

・日頃から各配水池ごとに通常の配水流量を把握し、異常値を
確認し漏水が想定される場合は直ちに漏水調査を実施した。
・性能の低下した漏水探知機による調査においては、漏水箇
所特定の的中率が低く調査が非効率となる。　漏水探知機を
現在９台保有しているが、内４台は修理不可能である。20、21
年度に各１台購入したが、残る２台も購入後年数が経過してい
るので、更新を図っていく。
・有収率80.0％

有収率；90.00％　　
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果
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関係例規等 名称 改正時期

歳出（ △ 5,665

１９年度
（実績）

・漏水調査計画を策定し定期的な漏水調査を実施して、漏水
箇所については修繕にて有収率向上を図っているが、管の老
朽化等による漏水が多く追いついていない。
・有収率；75.8％

有収率；85.00％　

効
果

歳入（

歳出（ △ 2,700

１８年度
（実績）

・漏水対策するも有収率の減
・有収率；80.60％

有収率；85.00％　

効
果

歳入（

歳出（ △ 1,000

１７年度
（実績）

・漏水対策するも有収率の減
・有収率；80.89％（H16年度有収率；83.90％）

有収率；85.00％　　

効
果

歳入（

歳出（ △ 1,000

年度 実施内容・予定時期 効果額合計( △ 10,365
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① 目標 　有収率90％以上

② 期待され

    る効果

・地域住民への安定給水の向上
・受益者負担の適正化
・水道事業経営の効率化

③ 必要性
　　問題点

・定期的な漏水調査計画の策定と実施
・組織機構の見直しによる効率的な組織運営の検討

④ 対象 　町民及び職員等

⑤ 手段

計画どおり

Ｂ A
達 成 年 次

計画見直し
実 績 評 価

Ｂ Ｂ Ｂ

計画見直し 計画見直し 計画見直し

Ｈ２１

検討 一部実施 → 実施

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０
目 標 年 次

重 点 項 目 歳出削減に向けた主要な取り組み　　（６）他会計繰出金の抑制　　ア　簡易水道

取 組 項 目 漏水対策の実施

－

経過・現状
・平成16年度有収率；83.9％
・各支所で各簡易水道ごとに有収率を把握し、適宜漏水対策に取り組む
・経費節減に努め、漏水対策による有収率向上を図る。（H17.4.1現在）

推　　　     進
スケジュール

基 本 方 針 財政の健全化

行財政改革実施計画・行動計画票

24

担 当 課 名 水道課

実施済み


